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細胞培養は、生体内での生命現象を生体外で再現させることができ、研究者は比較的
容易な操作で生体内での反応を模倣した実験系を組むことが可能となりました。
生命現象のメカニズムの解明及び、薬剤や外的刺激が細胞に及ぼす効果の評価などに
利用することができ、様々な実験系、評価系が確立しています。
また、医薬品となる有用なタンパク質を生産させるために遺伝子操作を行った細胞を
大量培養するなど、工業的利用としての細胞培養技術はすでに大きな産業として成り
立っています。
ただし、細胞培養は他の化学や物理学の実験とは異なり「生きた素材」を扱うという
点を十分に認識して取り掛かる必要があります。細胞を用いる実験においては、目的
とする機能や効果などが明確に判断できるような培養条件を策定、管理を実施して、
バラツキを可能な限り最小限に抑えることによって、条件と結果との因果関係がより
正確に把握することができます。
事前に使用する細胞や培養方法などの項目をしっかり調べてから培養実験に取り掛かる
ようにしてください。
なお、細胞培養技術も常に新しい手法が生み出されています。新たな培養方法を採用
した場合、以前の培養結果と直接比較ができないデメリットもありますが、より効率の
良い実験が可能となることもあります。常に新しい情報を取得して、最適な実験系を
選択できるように心がける必要があります。

1． はじめに（細胞培養の目的）

研究利用
再生医学
細胞工学

遺伝子工学
　　など

評価試験
毒　　性
変異原性
環境影響
　　など

産業利用
医 薬 品
食 　 品
化 粧 品
　  など

臨床利用
細胞治療

遺伝子治療
バンキング
　　など
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